
安全な⻘果をお届けするため
ＪＡ横浜の取組み
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本⽇の概要

• 横浜の農業（⼈・農地）

• 横浜の⻘果（ブランド商品）

• ⽣産から販売までの安全対策

• ＪＡらしいＳＤＧｓの取り組み
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横浜市内の農家数

横浜市HP2020年農林業センサスより
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30年で約１/２
農家は、3,050戸減少



横浜市内の経営耕地⾯積

補足②横浜スタジアム 35,100㎡＝3.51ha ※横浜スタジアムHPより

横浜市HP2020年農林業センサスより

２０年で耕作農地は、
２/３ 約844ha減少

横浜スタジアム
240倍の⾯積
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補足①経営耕地とは
土地台帳の地目や面積に関係なく実際に農地を耕作している面積



• 消費者と隣接した農業
• 多品⽬・多品種栽培

横浜市内の農業の特徴
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横浜の⻘果（かながわブランド）

• 横浜キャベツ （品⽬︓キャベツ）
• YOKOHAMA都筑産こまつな（品⽬︓こまつな）
• 横浜瀬⾕うど （品⽬︓うど）
• よこはま⽻沢はざわレタス （品⽬︓レタス）
• 浜なし® （品⽬︓なし）
• 浜ぶどう （品⽬︓ぶどう）
• 浜柿 （品⽬︓かき）

6

全国10位の⽣産量
13,000t

※キャベツ・⼩松菜の⽣産量︓H18年 全国約1,800市町村中の順位（横浜市HPより）

全国1位の⽣産量
3,700t



１.⽣ 産

• 農薬指導
• ⽣産履歴記帳

２.出 荷

• ⽣産履歴の提出
• 農薬検査

３.販 売

• HACCＰの考え⽅を取
り⼊れた衛⽣管理

JA横浜の⽣産から販売までの安全対策
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JA横浜の⽣産から販売までの安全対策

1. ⽣ 産①
•農薬指導
•GAP指導

・⽣産者向けの農薬研修会を開催

・神奈川県と連携し、GAP指導
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JA横浜の⽣産から販売までの安全対策
⽣産履歴とは
播種・定植や肥料・農薬の
使⽤状況を記録

１.⽣ 産②
•⽣産履歴の記帳
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モバイル版は登録時に
判定がされる。



JA横浜の⽣産から販売までの安全対策

２.出 荷
•残留農薬検査

①全農 残留農薬検査室の検査
※⾃主検査を実施

②横浜市による検査

10ＪＡ全農：耕種総合対策部 営農技術センター



JA横浜の⽣産から販売までの安全対策
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JA横浜の⽣産から販売までの安全対策
３.販 売
•HACCPの考え⽅を
取り⼊れた衛⽣管理
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JA横浜の⽣産から販売までの安全対策のまとめ
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⽣ 産
•農薬指導
•GAP

出 荷
•履歴確認
•農薬検査

販 売
•HACCP



ＪＡらしいＳＤＧｓの取り組み

規格外品を原材料にした商品例

良い品質を選ぶ＝規格外品の発⽣ 14



ご静聴ありがとうございました。
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